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本
協
議
会
で
は
、様
々
な
視
点
か

ら
皆
さ
ん
に
学
習
の
機
会
を
提
供
し

て
い
ま
す
。「
生
涯
学
習
リ
レ
ー
講
座
」

も
そ
の
一
つ
で
今
年
度
は
、石
狩
川
と

江
別
を
テ
ー
マ
に
次
の
と
お
り
企
画

し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。（
受
講
料
は
無
料
で
す
）�

〜
全
体
テ
ー
マ
〜�

 
《
石
狩
川
と
江
別
》�

　
江
別
の
街
の
成
り
立
ち
を
考
え
る

と
き
、切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
の
で

き
な
い
石
狩
川
。そ
の
自
然
と
生
態
系
、�

開
拓
や
産
業
な
ど
人
々
の
生
活
と
の

関
わ
り
、そ
し
て
ま
ち
づ
く
り
へ
の
活

用
な
ど
に
つ
い
て
、５
回
の
講
演
を
通

じ
て
考
え
ま
す
。
あ
わ
せ
て
期
間
中
に
、�

石
狩
川
開
発
建
設
部
調
査
船
弁
天

丸
に
よ
る
石
狩
川
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
行

い
ま
す
。�

【
第
１
回
】８
月
２２
日（
金
）午
後
６
時
〜�

▼
テ
ー
マ
　
石
狩
川
と
と
も
に�

｢

写
真
に
つ
づ
ら
れ
た
人
々
の
記
録｣�

�

▼
講
　
師
　
財
団
法
人
石
狩
川
振
興
財
団�

　
　
　
　

理 

事
　
沖
　
富
士
男 

氏�

▼
内
　
容
　
川
と
人
は
深
い
関
係
を

保
ち
な
が
ら
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

石
狩
川
流
域
の
歴
史
を
写
真
を
と
お

し
て
振
り
返
り
、川
と
人
の
関
係
の

あ
り
方
を
考
え
ま
す
。�

【
第
２
回
】８
月
２９
日（
金
）午
後
６
時
〜�

▼
テ
ー
マ�

「
石
狩
川
周
辺
の
生
き
も
の
た
ち
」�

▼
講
　
師
　
日
本
野
鳥
の
会�

江
別
支
部
会
員
　
武
田
　
忠
義  

氏�

▼
内
　
容
　
石
狩
平
野
を
行
き
来

す
る
渡
り
鳥
に
と
っ
て
「
緑
の
回
廊
」

で
あ
る
石
狩
川
流
域
。
野
鳥
を
中
心

に
石
狩
川
の
自
然
と
生
き
も
の
を
紹

介
し
ま
す
。�

【
第
３
回
】９
月
５
日（
金
）午
後
６
時
〜�

▼
テ
ー
マ
　
本
庄
陸
男
『
石
狩
川
』�

　
　
―
自
然
の
な
か
の
人
間
像
―�

▼
講
　
師
　
酪
農
学
園
大
学�

　
　
　
　
　 

教 

授  

岩
井
　
洋
氏�

▼
内
　
容
　
石
狩
大
低
湿
地
帯
の
過

酷
な
自
然
環
境
の
中
で
生
き
る
こ
と

を
余
儀
無
く
さ
れ
た
仙
台
藩
岩
出

山
家
臣
団
の
苦
闘
を
、明
治
と
い
う

時
代
性
の
な
か
か
ら
考
え
ま
す
。�

【
第
４
回
】９
月
１２
日（
金
）午
後
６
時
〜
�

▼
テ
ー
マ 

「
松
浦
武
四
郎
と
石
狩
川
」�

▼
講
　
師
　
北
海
道
開
拓
記
念
館

　  

事
業
部
長
　
笹
木
　
義
友  

氏�

▼
内
　
容
　
石
狩
川
は
江
戸
時
代
の

主
要
な
交
通
路
で
あ
り
、松
浦
武
四

郎
も
た
び
た
び
蝦
夷
地
調
査
の
た
め

通
行
し
ま
し
た
。
そ
の
時
の
状
況
を
、

江
別
周
辺
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。�

【
第
５
回
】９
月
１９
日（
金
）午
後
６
時
〜�

▼
テ
ー
マ 

「
石
狩
川
の
生
態
系
と
食
文
化
」�

▼
講
　
師
　
流
域
生
態
研
究
所
所
長�

　
　
　
　
　
　
　
妹
尾
　
優
二 
氏�

▼
内
　
容
　
川
本
来
の
機
能
と
生
物

の
関
係
な
ど
生
態
系
の
基
盤
が
失
わ

れ
つ
つ
あ
る
石
狩
川
。
今
後
の
あ
る
べ

き
姿
を
水
中
映
像
を
交
え
て
お
話
し

し
ま
す
。�

会
　
場
‥
大
麻
公
民
館 

研
修
室
２
号�

（
江
別
市
大
麻
中
町
２６
番
地
の
７
）�

定
員
‥
１
０
０
名（
先
着
順
）�

【
弁
天
丸
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
】�

１
回
目
　
８
月
３０
日（
土
）�

２
回
目
　
９
月
１３
日（
土
）�

対
象
：
講
座
受
講
者
４０
名（
１
日
２０
名
）�

＊
希
望
者
多
数
の
時
は
抽
選�

出
発
：
江
別
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン�

（
乗
船
時
間
約
５０
分
）�

無
料
バ
ス
送
迎
あ
り（
市
内
３
公
民
館
経
由
）�

★
申
込
方
法
★�

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、江
別
市
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
課
へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。�

電

話
　
３
８
１
ー
１
０
６
２�

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
３
８
２
ー
３
４
３
４�

　
本
協
議
会
の
平
成
２０
年
度
「
総

会
」
が
、
去
る
５
月
１７
日
（
土
）

午
前
１０
時
３０
分
よ
り
市
民
会

館
に
お
い
て
、開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
当
日
は
、会
長
あ
い
さ
つ
の
あ

と
、子
ど
も
文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

江
別
の
高
木
玲
子
さ
ん
を
議

長
に
選
出
し
、役
員
か
ら
平
成

１９
年
度
の
活
動
報
告
、収
支
決

算
報
告
、会
計
監
査
報
告
及
び

平
成
２０
年
度
の
活
動
方
針
、収

支
予
算
案
が
な
さ
れ
と
も
に

承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。�

　
最
後
に
、今
年
度
の
活
動
方

針
を
基
本
に
、会
員
相
互
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、よ
り
一
層

生
涯
学
習
の
推
進
を
図
っ
て
い

く
こ
と
が
確
認
さ
れ
、終
了
し

ま
し
た
。（
事
務
局
）�

�

��

会
員
相
互
の
交
流
を
深
め
る
と
と
も

に
、加
盟
団
体
の
様
々
な
生
涯
学
習

活
動
を
市
民
に
Ｐ
Ｒ
し
、生
涯
学
習

の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、今

年
も
次
の
日
程
で
「
会
員
活
動
発
表

会
」
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
！
こ
の

機
会
に
各
団
体
の
活
動
を
「
見
て
・
知

っ
て
・
感
じ
て
」
く
だ
さ
い
。�

な
お
参
加
団
体
の
募
集
等
詳
細
は
後�

日
会
員
に
文
書
で
ご
案
内
し
ま
す
。�

◆
日
時
　
平
成
２０
年
１０
月
４
日（
土
）

　
午
後
１
時
〜
５
時�

◆
会
場
　
野
幌
公
民
館
ホ
ー
ル�

◆
内
容
　
本
協
議
会
加
盟
団
体
に
よ

る
舞
台
・
展
示
発
表�

生
涯
学
習

生
涯
学
習�

　
　
　
リ
レ
ー
講
座

　
　
　
リ
レ
ー
講
座�

�

生
涯
学
習

生
涯
学
習�

　
　
　
リ
レ
ー
講
座

　
　
　
リ
レ
ー
講
座�

�

生
涯
学
習

生
涯
学
習�

　
　
　
リ
レ
ー
講
座

　
　
　
リ
レ
ー
講
座�

�

生
涯
学
習�

　
　
　
リ
レ
ー
講
座�

�



編
集
後
記�

 

青
空
、た
く
さ
ん
の
花
々
、北
海
道
の
夏

が
本
番
で
す
。
学
び
た
い
事
が
あ
る
時
が

学
び
の
ト
ビ
ラ
を
た
た
き
時
！
さ
あ
「
ら
・

ら
・
ら
」
が
ご
案
内
し
ま
す
。
ご
い
っ
し
ょ

に
学
び
ま
し
ょ
う
。�

 

た
く
さ
ん
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
に
！�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
松
山
）�

このコーナーでは、本協議会加盟団体の活動やエピソードなどを皆様からの寄稿
をもとに、ご紹介していきます。今回は、新規加入団体の「聚楽学園」です。�

　高齢者の健康と生涯学習を目指し、昭和４７年「老人大学」として開設以

来、自主運営を図り研修の齢を重ねてきました。�

　市内在住の６５歳以上が対象者の集いとして、２年間は「蒼樹大学」の名

称で教育委員会生涯学習課の指導援助で学習活動を続けます。修了後さ

らに健康で学習意欲を高めようと「聚楽学園生」として８年間の学習と趣味

活動を深めようと学習の場を広めています。�

　さらに意欲をもつ人には、４年間の「聴講生」として学習の場を設けていま

す。高齢者の一層の健康と明るい生活の糧にと多数通園をしています。�

　こんな意欲的な学園生も、最高で８０１名の多きを数えた事がありましたが、

最近では４００名前後の園生を維持しながらの運営を進めています。�

　学習活動の主な内容としては、月１回の全体の定例学習会です。「えぽあ

ホール」で健康・趣味・江別の歴史等をテーマに、各界の先輩・有識者を講

師に知識を深め、学習の機会を得ています。�

　また、専攻講座として社交ダンス・手芸・実用書道・コーラス・園芸・江別学

の講座を開設し、趣味と生活内容の向上を図り高齢生活の充実のための

教養を高め合っています。�

　当学園の最大の行事は年に一度の「学園祭」です。学園生の学習の成

果を発表する場であり、学びの結晶や才能を披露し明るく楽しい一日を過ご

しています。さらに今年からは「江別を探訪する会」等の同好会も設けまして、

いよいよの充実を図っているところです。　（広報委員長　長谷川 伊佐男）�

★
お
は
な
し
な
あ
に
★�

【
た
な
ば
た
お
は
な
し
会
】�

日
　
時
　
８
月
１
日（
金
）�

　
　
　

１０
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分�

会
　
場
　
大
麻
公
民
館
２
Ｆ
研
修
室�

内
　
容
　
た
な
ば
た
さ
ま
の
本
や
た
な
ば
た
か

　
　
　
　
ざ
り
作
り
。
参
加
無
料
。�

申
込
方
法
　
当
日
直
接
会
場
へ�

問
合
せ
先
　
松
山（
３
８
５
‐
４
７
８
８
）�

�

★
ダ
ン
ス
魂
★�

【
ど
も
夏
祭
り
興
行
２
０
０
８
】�

日
　
時
　
８
月
９
日（
土
）〜
１０
日（
日
）�

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時�

会
　
場
　
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
外
輪
船�

内
　
容
　
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
キ
ッ
ズ
。�

問
合
せ
先
　
ド
ラ
マ
シ
ア
タ
ー
ど
も�

　（
３
８
４
‐
４
０
１
１
）�

�

★
子
ど
も
文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
江
別
★�

【
こ
ね
っ
と
５
周
年
記
念
絵
本
フ
ォ
ー
ラ
ム�

　
「
自
然
と
絵
本
」
】�

日
　
時
　
８
月
３０
日（
土
）�

　
　
　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時�

会
　
場
　
野
幌
公
民
館�

内
　
容
　
写
真
家
小
寺
卓
矢
氏
の
講
演
と
写

　
　
　
　
真
展
の
同
時
開
催
。�

参
加
費
　
講
演
会
の
み
３
０
０
円�

申
込
方
法
　
当
日
直
接
会
場
へ�

問
合
せ
先
　
高
木（
３
８
３
‐
４
７
３
３
）�

★
札
幌
学
院
大
学
★�

【
日
韓
フ
ォ
ス
タ
ー
ケ
ア（
里
親
）フ
ォ
ー
ラ
ム
】�

日
　
時
　
９
月
６
日（
土
）�

会
　
場
　
札
幌
学
院
大
学�

　
　
　
　
Ｂ
‐
１
０
１
教
室（
Ｂ
館
１
階
）�

内
　
容
　
里
親
制
度
の
意
義
と
課
題
に
つ
い
て

　
　
　
　
学
ぶ
。�

参
加
費
　
一
般
５
０
０
円�

申
込
・
問
合
せ
先�

　
小
内
研
究
室（
３
８
６
‐
８
１
１
１
）�

�

★
北
陽
美
術
協
会
★�

【
第
３７
回
北
陽
美
術
協
会
会
員
展
】�

日
　
時
　
９
月
１７
日（
水
）〜
２１
日（
日
）�

会
　
場
　
野
幌
公
民
館�

内
　
容
　
油
彩
を
は
じ
め
多
く
の
分
野
の
会
員

　
　
　
　
作
品
を
出
品
。�

�

★
江
別
認
知
症
の
人
の
家
族
を
支
え
る
会
★�

【
ア
ル
ツ
フ
ァ
イ
マ
ー
デ
ィ
記
念
講
演
会
】�

日
　
時
　
９
月
２０
日（
土
）　
午
後
２
時
〜�

会
　
場
　
江
別
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル�

内
　
容
　
「
も
っ
と
楽
に
生
き
る
〜
笑
い
と
健

　
　
　
　
康
〜
」
と
題
し
て
僧
職
大
西
智
城

　
　
　
　
氏
の
講
演
。
入
場
無
料
。�

申
込
方
法
　
当
日
直
接
会
場
へ�

問
合
せ
先
　
事
務
局（
水
・
木
曜
１０
時
〜
３
時
）�

　
　
　
　
　
３
８
７
‐
５
６
５
７�

�

★
江
別
市
文
化
協
会
★�

【
第
３２
回
道
民
芸
術
祭（
兼
）第
３５
回
石
狩
管

内
郷
土
芸
術
祭
「
舞
台
部
門
」
発
表
会
】�

日
　
時
　
９
月
２１
日（
日
）
１１
時
３０
分
〜�

会
　
場
　
江
別
市
民
文
化
ホ
ー
ル�

　
　
　
　（
え
ぽ
あ
ホ
ー
ル
）�

内
　
容
　
石
狩
管
内
の
文
化
団
体
の
舞
台
芸

　
　
　
　
術
部
門
関
係
者
が
日
ご
ろ
培
わ
れ
た

　
　
　
芸
術
を
発
表
。
入
場
無
料
。�

問
合
せ
先
　
村
上（
３
８
３
‐
３
８
７
７
）�

�

★
北
翔
大
学
★�

【
公
開
講
座
「
生
活
」
と
い
う
視
点
か
ら
心
理
的�

援
助
を
考
え
る
】�

日
　
時
　
９
月
２７
日（
土
）　
午
後
１
時
〜
４
時�

会
　
場
　
北
翔
大
学
８
２
２
教
室�

内
　
容
　
講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム�

申
込
方
法
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー�

電
　
話
　
３
８
７
‐
３
９
３
９�

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
３
８
７
‐
３
７
４
６�

※
生
涯
学
習
推
進
協
議
会
Ｈ
Ｐ
に
随
時
詳
細

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。ご
覧
く
だ
さ
い
。�

加
入
団
体
の
行
事
紹
介
・
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

で
す
。
参
加
交
流
の
輪
が
広
が
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。�

､

聚楽学園聚楽学園です�聚楽学園です�


